
はるかぜ書房の新刊
令和5年9月1日刊行

■四六判・並製　134頁　定価：2000円＋税

編集：みつば舎
（はるかぜ書房  キリスト教部門）

はるかぜ書房 株式会社 〒248-0027  神奈川県鎌倉市笛田6-15-19
Email:info@3-ba.com   http://3-ba.com

ISBN978-4-909818-50-8　C0016　￥2000E

著者が本書を執筆した動機は「死後の救いの機会」を
聖書の恣意的解釈で攻撃されたことへの疑問から生
まれた。
　著者は、未信者を含む一般の死者も「陰府」で救い
を得る可能性があるとする肯定的な立場を支持し、当
初は否定的な立場も解釈の違いとして尊重したが、攻
撃的な批判や黙示録22章18節を盾にした脅迫に驚
き、各教派へも質問しつつ両論を再検討。
　肯定的な立場は死後の救い機会を認めるのみで、
死後信仰を許すものでも無差別救済論でもない。むし
ろ隣人愛に基づき、生前に正しくキリストに従うこと
と、信仰困難者や未信者の救いのための祈りを強調す
る。聖書全体と初代教会の教えから肯定的立場が正統
と結論づけ、否定的な立場は後世の解釈で隣人愛に
反すると結論づける。

キリストのみ声を聴きました
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